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環境大臣退任報告
令和7年10月21日、環境大臣職を退任致しましたことを皆

さまにご報告いたします。在任期間は386日間でした。

国内出張21回、海外出張6回
退任の翌日に、石原宏高環境大臣に引継ぎを行い、環境省職

員の前で前大臣として挨拶をし、花束を頂きました。また、環
境省記者クラブの皆さまからは、世界に一枚しかない大変素敵
なTシャツを頂きました。環境大臣、原子力防災担当大臣とし
て、環境政策、原子力防災政策に「終わりや完璧はない」との
信念の下、政策のPDCAサイクルを回し、少しでも良くしてい
くことを念頭に活動して参りました。国内出張に21回、海外
出張に6回出向き、現場を見ると同時に多くの国際会議にも参
加してきました。

安全・安心政策を前進させる
環境省設置の原点である水俣病、

PFAS等の化学物質、クマ問題等住民
の皆さまの安全・安心に係る課題に取
り組み、前進を図って参りました。ク
マ問題では、自治体が猟銃資格を持つ
職員を雇用出来る様にする交付金制度
拡充のため、財政当局と交渉すべく事
務方に指示を致しました。福島県の除
去土壌については、その4分の3程度
を復興再生土として利用する端緒を首
相官邸や霞ヶ関の官庁街で始めること

が出来ました。昨年の能登半島地震の被災家屋の公費解体は
10月末までに相当程度の達成をみることが出来ました。

私の「生涯の事業」である
人工光合成のロードマップ化
夢のある政策にも取り組みました。私が「生涯の事業」と位
置付ける人工光合成については、多くの有識者に参加を頂き、
早期社会実装のロードマップを9月2日にまとめるという段階
までこぎつけました。内容は、2030年に高付加価値品、2040
年にはエタノール等の量産化を目指す画期的なものです。

「終わりや完璧のない」環境政策のため
大臣経験者として提言
環境政策は地球規模課題から地域の課題まで、様々あります
が、常に環境が良くなる様に日夜努力する必用があります。メ

ガソーラーが希少生物の生存を脅かし
たり、環境に害がある場合には抑制を
しなければなりません。その為の枠組
みとして関係省庁連絡会議も立ち上げ
ることが出来ました。今後は環境大臣
経験者の一人として、環境政策、原子
力防災政策をより良くしていくことへ
の提言に努めて参ります。

今月の提言
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活動レポートの『クローズアップかながわ』は、神奈川県内の政令
指定都市で活躍する方々にインタビューし、それぞれの地域の魅力
を発信してまいります。
今回は日本最多の人口を持ち、開港の歴史を背景に充実した交通網と京浜工業地帯を
持つ国際的な港湾都市『横浜市』の中から、市内の中央に位置する『保土ケ谷区』の
魅力についてお届けします。代々農業を営む13代目苅部博之さんに、地域の魅力と
都市近郊農業の未来についてお話を伺いました。

あさお：保土ケ谷区は横浜駅へのアクセスが便利ですね。そんな保土
ケ谷区でぜひ足を運んで欲しい「隠れた名所」を教えてください。

苅部さん：まず一つは「陣
じん

ヶ
が

下
した

渓谷公園」ですね。ここは
横浜市では唯一の渓谷で、本
当に水がきれいなんです。地
元の人でもなかなか行かない
場所です。6月にはホタルを
見ることができます。住宅地
から急に景色が変わって、別
世界が広がります。ぜひ一度

足を運んでほしいですね。もう一つは「富士山神社」です。長い階段
を登りますが、そこからの絶景を楽しんでいただきたいですね。富士
山はもちろん、この辺りの農地も見渡せます。
あさお：特に伝えたい、保土ケ谷区の“自慢”とはなんでしょう？
苅部さん：それは「保土ケ谷いも」です。江戸時代末期
に保土ケ谷に伝わりました。良質な種芋として全国に広が
った「保土ケ谷いも」は、一説によると、北海道の「男爵
いも」もここから種芋として買い付けられて、広まったと
言い伝えられているんですよ。今でも地元の特産品として
大切にしています。ジャガイモの名産地として保土ケ谷を
広めよう！として作られた「ほどじゃが焼酎」もオススメ
です。地元の酒屋さんやネットなどで購入できます。
あさお：保土ケ谷区の農業は、都市に近いという立地が大
きな魅力ですね。
苅部さん：そうなんです。横浜から相鉄線で10分程度、「都市部に一
番近い農地」が私たちの魅力です。この立地を活かして生産するだけ
でなく、消費者と密接な関係を築きたいと考えています。その活動の
一つ「農業教育と食育」に力を入れています。上菅田笹の丘小学校と
は15年ほど教育連携を続けています。単に種を蒔いて収穫するという
体験で終わらせず、収穫した作物を給食で使ったり、子どもたちに学
校で直接販売してもらうなど『生きた学び』につなげています。また、

フードロス問題にも共に取り組んでいます。例えば…収穫が多かった
野菜を小学校に持ち込み「このままでは食品ロスにつながってしまう。
どうすれば解決できるか？」と子どもたちに課題を投げかけました。す
ると、「地元の飲食店に、私たちが考えたレシピを付けて野菜を買って
もらえばいい」という素晴らしいアイデアが出てきたのです。児童たち
のレシピがお店で採用されると、「うちの子の考えたメニューだ！」と
保護者の方がお店に食べに行くという好循環が生まれました。このよう
な活動を通して、子どもたちに「食」に関心をもってもらえるといいな
と考えています。また、地域の「農福連携」も重要な取り組みの一つ
です。例えば、冬の間に作る切り干し大根は、地元の福祉施設にお願
いして製造してもらっています。それを学校給食で使う、という連携は
地域の大切な結びつきにつながります。そして、「農業塾」こちらも欠
かせない活動です。これは、地方まで行かなくても本格的な農業体験
をしたい、という都市近郊にお住まいの方々が対象です。年会費をい
ただくことで参加者の関心を高め、より真剣に農業を学び、体験して
もらえるような環境を提供しています。
あさお：農家の13代目として、今後の夢や目標を教えてください。
苅部さん：私自身、小学生の頃から父に憧れ「将来は農業を」と思っ
ていました。農業大学を出て一旦は住宅メーカーに
就職しましたが、やはり家業を継ぎました。夢は、次
世代が「やりたいな」と思える世界を農業でつくるこ
と。代々続いているから…ではなく2人の息子たちに
もそう思ってもらいたいですね。そのためには地域と
繋がり、認められながら第一次産業の可能性を大き
く広げたい。もう一つは「農家レストラン」をやって
みたいです。都市部で農業をやっている以上、「プロ
が育てた食材」を「プロの料理人が調理する」、質の
高いレストラン経営に挑戦したいと考えています。
あさお：都市近郊という立地を活かし、歴史、教育、福祉、そして食
という多方面で地域と連携する保土ケ谷区の苅部さんの農業は、この
地でしか実現できない農業の形が、未来の食を支える希望になると感
じました。

クローズアップかながわ 横浜市保土ケ谷区
神奈川県東部

（保土ケ谷区：市のほぼ中央）
面積：21.93km2

人口：205,493人
（令和7年10月1日現在）

ほどじゃが
焼酎

苅部葱じゃん
冷奴、餃子、ご飯、
ラーメン、たまごか
けご飯などに合う。

陣ヶ下渓谷公園（画像提供：横浜の食と楽しみ）
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▢ 特別賛助会員
▢ ポスターの掲示ご協力
＊ 自宅の壁・フェンス等に掲示可能な方はお知らせ
ください

▢ 自民党入党希望
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あさお慶一郎をご支援ください
自民党員募集中!!

『あさお慶一郎君を応援する会』ではあさお慶一郎の政治活動
を支援する一助として『特別賛助会員』（5,000円/年）※の募集
を行っております。ご入会の方にアーティ
ストとしても活躍される、学校法人大船いし

い学園 ひがし幼稚園 石井秀卓園長がデザインした『巳』（蛇）の
オリジナルピンバッチをお渡しいたします。
※後援会組織『あさお会』は無料、年会費はありません。

特別賛助
会員募集

１. わが党の綱領、主義、政策等に賛同
される方

２. 満18歳以上で日本国籍を有する方
３. 他の政党の党籍を持たない方

入党
資格

※ご入党いただける方は、下記にご記入いただき、浅尾
事務所までご連絡願います。「入党申込書」をお送りさ
せていただきます。




